
前回、４３０円のタバコには２７０円の税金が含まれている事を知ってもらいました。一箱あたり２７０円

ですが、１年間で約２５００億本も売れているので、その総額は膨大な額になります。 

左のグラフを見れば毎年、

総額２０，０００億円（２兆円）

を超える税金が国や地方自

治体の収入となっているの

がわかりますよね。こんなに

税収があれば、世の中の暮

らしを良くするために使われ

ているはずです。 

しかし反面、喫煙者にとっ

ては、自分の健康が損なわ

れ続けているわけなので、い

ずれ治療が必要な病気にな

り、治療期間中は働けなくな

ります。そんな人が多くなると日本全

体としては労働力を損失することに

なる上、その治療に必要となる医療

費が膨れあがります。それ以外にも、

タバコを吸わなければ発生しないと

思われる火災による損失や、勤務時

間中の喫煙時間のロスなどを合計す

ると、左図のように“損失”の方がはる

かに大きくなっているのです。 

 

つまり、日本全体でみれば２兆円

の収益に対して６兆円の損失なので、

毎年４兆円の赤字を出しているのと

同じ状況なのです。 

収入の倍以上の赤字を出してまで

タバコを売る必要はあるでしょうか。 
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